
１「弁当の日」で，自分のできることに取り組もう！

２「クラスKOBA弁」を決めよう！

３　専門家からアドバイスをもらおう！ 

●特産品を調べたり，旬の野菜を調べたり，大変なこともありました。お弁当メニューを作るなんてことは初め
てだったけれど，メニューを考える時には，いろんなことを考えなければいけないんだなあと思いました。
●自分の考えたメニューは選ばれなかったけれど，みんなでいっしょに相談したので，納得して決めることが
できました。

子ども
の声

みんなで食べると
おいしいな！

お母さんとメニュー
を相談したよ。

お弁当箱につめるの
を手伝ったよ。

　神部先生と山崎さんから
アドバイスをもらい「見た
目」も「栄養」もパワーアップ
しました。販売のお手伝いを
した時には，良さをしっかり
アピールできました。

　わたしは，クラスKOBA
弁を決めるために，みんな
でたくさん話し合いをした
ので，クラスの仲が深まっ
たと思います。販売もがん
ばりました。

　みんなが好きなたれカツ
と新潟名物ののっぺが入っ
ておいしいです。特産品が
たくさん入っているのでぜ
ひ，食べてほしいです。

　みんなで協力して考え
て，栄養の大切さを改めて
知りました。クラスで一緒
に考えてよかったです。い
ろいろな人にぜひ食べてほ
しいです。

子ども
の声
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小針小学校 ～KOBA弁を作ろう～（６年生） 

「弁当の日」でKOBA弁への
オリエンテーションをかね
て意欲付けをしました。

　小針小学校６年生では，総合的な学習の時間で，もっと小針地域の良さを実感して郷土愛を深めよう
と，小針オリジナル弁当『KOBA弁』のメニューを考え販売する活動を行っています。

　私たちの住む「小針」のある西区の特産品を中心に，新潟市の特産品を調べるところから始めました。そ
してそれらをメニューに取り入れて構想をスタートさせました。まずは，一人ひとりが「オリジナルＫＯ
ＢＡ弁」を考えました。
　次にグループごとに披露し合い，お互いの良さを取り入れながら「グループＫＯＢＡ弁」を考えました。
　さらに，「グループＫＯＢＡ弁」を学級でプレゼンして，次に学年で紹介し合う「クラスＫＯＢＡ弁」を決
定しました。

　学年でプレゼンをして各学級のメニューを紹介しました。その時にはよりよいお弁当ができるよう
専門家の皆様からアドバイスをもらいました。

　クラスでプレゼンする時に，
自分たちのお弁当の良さを分
かってもらえるように，発表に
クイズ形式を取り入れて楽し
く発表しました。

　お弁当を販売してくれる「いっぺこ～と」の方々から
は，販売者の立場から，生産性のことや旬の食材の仕入れ
状況を意識したメニューを取り入れることなどについて
アドバイスをもらいました。

　小針在住の管理栄養士の神部さんか
らは，弁当全体の栄養面や味付け・使う
食材のバランス・彩りなど細かい点で
アドバイスをもらいました。

　昨年の６年生はどんなお弁当を
考えていたか参考にして考えよう。

主菜は何がいいかなあ。

学級でもう一度
相談しました

クラスKOBA弁
最終決定

販　売

　学年全体と専門家の方の前で発表するのは緊張しました。しかし，学級で話し合って
学級で「これがベストだ！」というお弁当を考えたので，自分たちのお弁当の良さを分
かってもらえるように資料も一生懸命に書き上げました。発表にも力が入りました。


